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埼玉県マスコット
「コバトン」

〒369-1217　埼玉県大里郡寄居町小園39
TEL：048-581-7333　FAX：048-581-7332
URL：http://www.river-museum.jp/
   @kawashirou　   @SaitamaMuseumOfRivers

2021年

▶ 6月20日日
4月29日木・祝

開館時間：9:00 ～ 17:00 月曜休館（5月 3日は開館）
※ 開館日・開館時間・イベント等については、今後の諸事情により変更する場合があります。

入場料：一般 410 円（240 円）　学生・高校生 200 円（120 円）
※（ ）内は 20名以上の団体料金
※中学生以下、障害者手帳等をお持ちの方は無料

横瀬川での製氷作
業

（昭和初期　笠間
洋右氏所蔵）

阿左美冷蔵㈱の製氷作業（2010年　細島雅代氏撮影）
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（細島雅代氏撮影）

蔵）

（細島雅代氏撮影）



現在、埼玉県内での天然氷づくりは1か所だけですが、かつては秩父地方をはじめ各所で行われ、県央の平野部に
も製氷場がありました。展示では、現在の製氷作業をビデオや道具で、過去の状況を写真や文書資料で紹介します。
また県外では北海道に次ぐ天然氷の生産量のあった長野県、中でも軽井沢の製氷作業を取り上げてみました。
地球温暖化は天然氷づくりにも大きな影響を与えています。展示では天然氷の歴史をはじめ、県内外における製氷

の様子や、氷の利用、氷にまつわる神事など、さまざまな視点から天然氷を取り上げ、私たちの暮らしとの関わりを
考えてみることにします。

氷削り鉋
（細島雅代氏撮影）

横瀬町大畑にあった氷倉
（町田勝一氏提供）

講師が描いた切り出しの様子

軽井沢・氷室前の堀辰雄
（堀辰雄文学記念館提供）

復元氷室での福住氷まつり
（天理市観光協会提供）

1 天然氷の歴史 2 現在の製氷作業 3 過去の製氷場
4 県外の製氷場－軽井沢－ 5 氷の利用　 6 献氷の神事
〈コラム1〉純氷って何？ 〈コラム2〉透明な氷を作ってみよう
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駐車料金
普通車 300 円・バス 1,020 円

住　所：〒369-1217　埼玉県大里郡寄居町小園 39
電　話： 048-581-7333
F A X： 048-581-7332
U R L：http://www.river-museum.jp/
開館時間： 9:00 ～ 17:00
入場料：一般 410円（240円）　学生 200円（120円）
　　　　 ※（   ）内は団体料金　※中学生以下、障害者手帳等をお持ちの方は無料
駐車料金：普通車 300円　 バス 1030円

@SaitamaMuseumOfRivers@kawashirou

展 示 構 成

5月3日（月・祝）　11：00～12：00
場　所：リバーホール　内　容： 氷鋸を使って天然氷を切る体験です。（氷がなくなり次第終了）
定　員：随時受付

①天然氷を切ってみよう！

5月23日（日）　13：30～15：00
会　場： ふれあいホール　　講　師： 加藤喜男氏（秩父市在住）
内　容： かつて横瀬川で天然氷の切り出し作業に携わった方を招き、当時の作業や天然氷の利用について語っていただきます。
定　員： 70名（事前申込み）　参加費： 無料（ただし駐車料は有料）

②天然氷切り出しの思い出を語る

4月29日（木・祝）、5月30日（日）、6月5日（土）
①11：30～　②14：30～（各回30分）

③展示解説

関 連 イ ベ ン ト （詳しくはホームページ参照、
 もしくは当館にお問い合わせください。）
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